
第 7 回 現地会議 in 岩手 

－ 今を伝え、これからを考える － 

 

 

テーマ１ 「被災地の今」 

 

スピーカー いわて未来づくり機構 

岩手復興のかけ橋プロジェクト  

沿岸北部担当エリアマネージャー 

助けあいジャパン 瀬浪 仁志 

 

１） プロフィール 

昨年度まで、宮古市新里地区の「ＮＰＯ法人 愛福祉会」の施設長として勤務。 

施設長職を交代した 4月、中旬に退職し、その後、現在の仕事に就く。 

 

２） 震災発生時の状況 

当日は、母親の受診付き添いの為、盛岡の病院まで姪と一緒に出かけていた、 

地震が起きたのは、まさに診察室に入った中であった。 

盛岡のデパートに残していた姪を迎えにいき、宮古に戻る。 

 

３） 自分にとっての負い目 

その日、現地にいなかったこと。 

避難所に入らなかったこと。 

みなし仮設が直ぐに見つかったこと。 

被災後、仕事を休んでいたこと。 

・・・・。 

そんな気持ちもあり、また、今後のことを考えていくためにも、ネットやツイッターで情報を収集、発信を

した。結果的に、そんな繋がりから現在に至ったのだと思う。 

 

４） 被災地の今 

 

鍬ヶ崎地区（鍬ヶ崎・光岸地地区復興まちづくり）の計画。 

１． 土地の買い取り希望者（面積）が、市が見込んでいたものを大幅に超えたため、買い取りの優先順位が

つけられた（4.3ｈａの買い取り希望、市の買い取り 1.8ｈａの為、半分以上は対象外）。 

２．今年度末で仮換地指定。 

３．平成 26年度から 27年度にかけて造成工事 

４．平成 28年度から住宅建設 

のスケジュールとはなっている。 

 

５）自分が考える被災地に必要なものとは？ 

  「福祉」という自身の基盤を考えたとき、そこからみえてくるもの。 

 

 

 






















































